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笠
井
亮
衆
院
議
員
・
関
川
け
さ
子
区
議
の
要
請 

①
塀
の
安
全
性
を
高
め
る
た
め
の
補
強
が
必
要
か
ど

う
か
、
年
度
内
に
判
断
し
た
ら
情
報
提
供
を
。 

②
補
強
工
事
が
必
要
な
ら
速
や
か
に
工
事
実
施
を
。 

③
２
０
１
８
年
の
大
阪
北
部
地
震
以
降
、
掲
示
さ
れ

て
い
る
掲
示
物
の
文
言
に
つ
い
て
、
改
修
の
必
要

性
の
有
無
と
併
せ
て
再
検
討
を
。 

※
擁
壁
は
明
治
期
に
築
造
さ
れ
、
石
垣
の
上
の
煉
瓦

積
み
の
擁
壁
は
、
現
在
の
法
令
に
合
致
せ
ず
「
既
存

不
適
格
」
で
あ
る
こ
と
、
擁
壁
裏
に
補
強
壁
を
付
け

た
の
で
危
険
で
は
な
い
が
、
３
月
末
を
目
途
に
非
破

壊
検
査
し
「
調
査
す
る
」
と
の
こ
と
で
し
た
。 

笠
井
衆
院
議
員
と
関
川
区
議
は
、
控
え
壁
の
な
い

ブ
ロ
ッ
ク
塀
倒
壊
で
犠
牲
者
を
出
し
た
大
阪
北
部
地

震
の
教
訓
か
ら
、
公
の
擁
壁
の
耐
震
補
強
は
ま
っ
た

な
し
と
速
や
か
な
完
了
を
強
く
求
め
ま
し
た
。 

文
科
省
・
東
京
大
学
の
回
答(

３
月
27
日) 

①
東
京
大
学
学
内
の
専
門
的
知
見
を
有
す
る
先
生
方

の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
、
塀
の
安
全
性
を
高
め
る

た
め
の
補
強
は
必
要
で
あ
る
と
判
断
。 

②
補
強
工
事
は
年
度
内
に
開
始
し
、
令
和
７
年
度
ま

で
に
完
了
さ
せ
る
予
定
。 

③
貼
り
紙
の
文
言
は
工
事
を
開
始
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ

で
“
塀
の
安
全
性
を
高
め
る
補
強
工
事
を
順
次
行

っ
て
お
り
ま
す
”
と
い
う
内
容
に
変
更
す
る
。 

(

文
科
省
高
等
教
育
局
国
立
大
学
法
人
支
援
課
課
長
補
佐 

市
原
信
吾
氏
よ
り) 

本
郷
弥
生
交
差
点
の
交
番
向
い
か
ら
、
東
大
正
門
ま
で
の
擁
壁
に

「
注
意
！
地
震
の
時
は
、
塀
か
ら
離
れ
て
下
さ
い
」
と
の
書
い
た
掲

示
物
６
枚
が
長
期
に
貼
ら
れ
て
い
て
、
住
民
か
ら
「
壁
は
安
全
性
な

の
」
と
の
声
が
関
川
区
議
に
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。 

今
年
１
月
20
日
、
日
本
共
産
党
の
笠
井
亮
衆
院
議
員
や
関
川
け
さ

子
区
議
ら
は
文
科
省･

東
大
に
住
民
の
不
安
を
伝
え
、
擁
壁
の
安
全

性
に
つ
い
て
説
明
を
求
め
、
対
策
を
要
請
し
ま
し
た
。(

下 

写
真) 

そ
の
結
果
、
東
京
大
学
が
３
月
30
日
か
ら
「
補
強
工
事
に
着
手
」

と
の
連
絡
が
笠
井
衆
院
議
員
通
じ
て
関
川
区
議
に
あ
り
ま
し
た
。 

文
科
省･

東
大
側
が
安
全
性
を
高
め
る
必
要
性
を
認
め
た
も
の

で
、
住
民
の
不
安
の
声
が
補
強
工
事
の
実
施
を
ま
し
た
。 

 


